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京が率先する環境重視の都市づくり」を7つの戦略的

取組のひとつと決定し，その中で庁内各局や民間との

連携によるヒートアイランド対策を実施していくこと

としている．さらに，地球温暖化対策との政策連携を

検討し，東京都の温暖化対策の基本方針を策定して

ヒートアイランド対策の推進を明確に位置付けた．

　一方，こうした東京都のヒートアイランド対策に呼

応する形で，東京都立大学と東京都環境科学研究所に

よる共同研究が始まった．従来，研究者による研究と

行政の対策とが直接結びついて進められるケースはほ

とんど無かった．東京都環境科学研究所は，都の直轄

研究所であるからその研究成果が都の政策と連結して

いるのは当然とも言えるが，東京都立大学は都の設立

した大学ではあるが，そこで行われる研究は独立して

おり，直接都の政策に反映されることは原則としてな

い
．

　初めに紹介した都区内観測システムMETROSの

設置に関しても，東京都のヒートアイランド対策の一・

環として，モニタリングが重要であることを大学研究

者サイドが提言し，それを共同研究機関である東京都

環境科学研究所が都の事業の一部として実施するとい

う形態をとっている．

　すなわち事業主体者（予算執行者）はあくまでも東

京都であり，大学研究者は都の政策推進を側面から支

援するという形で進められている．大学サイドでの研

究は自発的に行われており，その研究成果は従来通り

国内外の関連学会等で発表し，論文として投稿される．

研究成果は東京都のヒートアイランド対策にも有効に

活用されることが望ましいことは言うまでもない．

　ここで紹介した東京都のやり方が，他の行政機関と

大学等の研究機関との連携にそのまま適用できるとは

限らない．いずれにせよ，ヒートアイランド問題は都

市住民の日常生活に直接かかわる事柄であり，研究者

と行政が密接に連携をとりながら，研究を進めてゆく

ことが望まれる．

　なお，参考までに東京都のヒートアイランド対策に

ついては下記のホームページに詳しく紹介されている

ので参照して頂きたい．

　http：／／www．kankyo．metro．tokyo．jp／kikaku／

heat／
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表　　題 編　著者 出　版者 出版年月 定　価 ISBN 備　　　考

植生と大気の4億年 D．J．ベアリン 京都大学学術 2003．12 ￥6，000 4－87698－624－X 訳：及川武久
陸域炭素循環のモデリ グ 出版会
ング F．1．ウッド

ワード

地球システム科学の基 T．E．Graede1 学会出版セン 2004．01 ￥6，800 4－7622－3023－5 訳：河村公隆
礎 P．J．Crutzen ター 和田直子
変わりつづける大気環

境

農業生態系における炭 農業環境技術研 養賢堂 2004．02 ￥3，800 4－8425－0357－2

素と窒素の循環 究所

注：表中で定価はすべて本体価格です（特記したものを除く）．
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